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来
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
Ｊ
Ａ
Ｍ

組
織
内
候
補
「
郡
山
り
ょ
う
」
の
必
勝

を
今
年
度
の
最
重
点
課
題
と
し
て
取
組

み
ま
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
Ｊ
Ａ
Ｍ
現

役
と
連
携
し
「
郡
山
り
ょ
う
」
の
必
勝

に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
活
動
や
会
員
拡
大
つ
い
て
現
役

の
皆
さ
ん
と
改
め
て
共
有
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

「
カ
ネ
は
力
な
り
」
に
ど
っ
ぷ
り
と

つ
か
っ
た
自
民
党
政
治
が
続
け
ば
、
裏

金
や
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
は
棚
上

げ
に
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
社
会
保
障
で

は
「
子
ど
も
・
子
育
て
」
支
援
を
理
由

に
し
て
、
負
担
増
で
は
「
支
援
金
」
を

確
保
す
る
と
し
て
筋
の

違
う
健
康
保
険
の
保
険

料
引
き
上
げ
（
26
年
度

か
ら
段
階
的
に
引
き
上

げ
て
28
年
度
に
は
１
兆

円
確
保
）
、
歳
出
削
減
・

給
付
減
で
は
約
１
兆
１
千
億
円
を
確
保

す
る
と
し
て
、
介
護
の
利
用
料
自
己
負

担
２
割
の
対
象
者
拡
大
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
の
有
料
化
、
要
介
護
１
～
２
の
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保
険
か
ら
切

り
離
す
（
市
区
町
村
事
業
へ
の
移
行
）
、

高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
限
度
額

の
引
上
げ
な
ど
が
検
討
課
題
に
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
25
年
度
国
家
予
算
の
概
算
要

求
で
は
防
衛
費
８
兆
５
千
億
円
と
防
衛

装
備
費
ロ
ー
ン
の
後
年
度
負
担
額
15
兆

７
千
億
円
強
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
を
理
由
に

し
た
高
齢
者
へ
の
し
わ
寄
せ
は
絶
対
に

許
せ
ま
せ
ん
。
８
兆
５
千
億
円
の
防
衛

費
は
過
剰
で
あ
り
、
そ
の
装
備
は
専
守

防
衛
を
逸
脱
す
る
も
の
で
す
。

解
散
・
総
選
挙
、
参
議
院
選
挙
で
自

民
党
政
治
を
退
陣
さ
せ
る
取
組
み
を
強

化
し
、
今
年
度
、
次
の
取
組
み
を
進
め

ま
す
。

第
１
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
強
引
な
普

及
の
た
め
に
、
現
行
の
健
康
保
険
証
の

新
規
発
行
を
今
年
の
12
月
２
日
で
停
止

す
る
こ
と
に
対
し
て
、
現
行
の
健
康
保

険
証
存
続
の
取
組
み
を
続
け
ま
す
。

第
２
、
少
子
化
の
要
因
の
一
つ
が
高

額
な
高
等
教
育
費
の
負
担
で
す
。
中
央

労
福
協
が
呼
び
か
け
て
い
る
「
教
育
費

負
担
軽
減
・
奨
学
金
制
度
改
善
に
向
け

た
ア
ピ
ー
ル
」
に
賛
同
す
る
団
体
署
名
、

個
人
署
名
に
取
組
み
ま
す
。

第
３
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
続
け
る

ロ
シ
ア
は
核
兵
器
の
使
用
で
威
嚇
を
続

け
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
３
月
に
は

核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
、
26
年

に
は
核
不
拡
散
条
約
再
検
討
会
議
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
３
回
の
核

兵
器
廃
絶
の
署
名
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
新
た
な
署
名
活
動
が
日

本
退
職
者
連
合
な
ど
で
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

第
４
、
介
護
の
訪
問
介
護
の
基
本
報

酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
小
・
零
細
規
模

の
介
護
事
業
所
の
倒
産
が
増
え
て
い
ま

す
。
介
護
を
重
点
に
し
て
社
会
保
障
を

後
退
さ
せ
ず
に
、
充
実
す
る
活
動
に
取

組
み
ま
す
。

第
５
、
地
球
温
暖
化
は
、
地
球
環
境

を
破
壊
す
る
悪
循
環
に
入
る
寸
前
の
状

態
と
言
え
ま
す
。
化
石
燃
料
か
ら
撤
退

し
持
続
可
能
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
早
急
に
転
換
す
る
声
を
あ
げ
続
け
ま

す
。会

員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

２
０
２
５
年
度(

第
16
回)

Ｊ

Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
定
期
総
会

を
９
月
６
日
、
東
京
・
友
愛
会

館
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し

た
。
総
会
に
は
、
全
国
の
地

方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら
代
議

員
31
人
、
役
員
21
人
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
現
役
２
人
、
ご
来
賓
４
名

の
58
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

午
後
１
時
30
分
開
会
。
冒

頭
、
昨
年
度
中
に
ご
逝
去
さ

れ
た
会
員
に
対
し
て
参
加
者

全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し

た
。
木
村
副
会
長
の
開
会
の

挨
拶
の
あ
と
、
議
長
団
に
選

出
さ
れ
た
長
野
の
今
井
一
敏

さ
ん
、
岐
阜
の
井
亦
廣
幸
さ

ん
が
登
壇
。
最
初
に
Ｊ
Ａ
Ｍ

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
山
会
長
よ

り
次
の
５
点
に
わ
た
っ
て
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
①
現
行
健

康
保
険
証
廃
止
反
対
の
取
組
み
。

②
社
会
保
障
制
度
の
改
悪
を
許

さ
な
い
「
税
と
社
会
保
障
」
に

つ
い
て
し
っ
か
り
議
論
。
③
年

金
が
実
質
低
下
の
中
、
基
礎
年

金
を
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
か

ら
は
ず
す
な
ど
基
礎
年
金
の
底

上
げ
が
必
要
。
④
「
核
兵
器
を

使
わ
せ
な
い
」
取
組
み
の
強
化
。

ま
た
、
防
衛
力
強
化
の
動
き
に

対
し
て
は
、
専
守
防
衛
、
非
核

三
原
則
、
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
原
則
に
基
づ
き
取
組

み
を
進
め
る
。
⑤
郡
山
り
ょ
う

の
当
選
に
向
け
た
応
援
カ
ー
ド

の
取
組
み
拡
大
。
（
詳
細
は
、

左
の
定
期
総
会
挨
拶
を
参
照
）

次
に
４
名
の
ご
来
賓
よ
り
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
現
役
を
代
表
し
て
安

河
内
賢
弘
会
長
か
ら
「
24
春
闘

は
歴
史
的
な
成
果
を
獲
得
し
た
。

し
か
し
大
手
と
中
小
の
格
差
は

広
が
っ
た
。
25
春
闘
は
、
政
労

使
一
体
と
な
っ
て
の
賃
上
げ
は

望
め
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

労
働
組
合
の
団
結
力
で
し
っ
か

り
と
闘
っ
て
い
く
。
物
価
上
昇

の
中
で
年
金
生
活
者
の
生
活
は

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

中
で
税
収
が
改
善
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
医
療
、
介
護
、

年
金
の
改
悪
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
怒
り
を
覚
え
る
。
自
民
党
政

権
で
は
世
の
中
は
変
わ
ら
な
い
。

政
権
交
代
が
必
要
で
あ
る
。
Ｊ

Ａ
Ｍ
は
政
権
交
代
を
め
ざ
し
て

取
組
ん
で
い
く
。
郡
山
り
ょ
う
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
の
国
会
の
議
席
を
奪
還

す
る
た
め
に
全
国
を
駆
け
回
っ
て

い
る
。
先
輩
た
ち
の
力
で
ぜ
ひ
国

会
に
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

日
本
退
職
者
連
合
を
代
表
し
て

大
内
孝
子
副
事
務
局
長
か
ら
は

「
厚
生
労
働
省
へ
の
要
請
行
動
で
、

介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
を
改
善
す

る
こ
と
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
一

元
化
に
つ
い
て
、
問
題
点
の
改
善

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
中
で
の

現
行
健
康
保
険
証
廃
止
に
つ
い
て

反
対
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
地
区
で
は
多

く
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。
退
職

者
連
合
と
し
て
即
時
停
戦
、
戦
争

NO
の
声
を
あ
げ
て
い
く
。
解
散
総

選
挙
で
は
連
合
推
薦
候
補
の
必
勝

に
向
け
全
力
で
取
り
組
む
。
」

<

裏
面
へ
続
く>

２
０
２
５
年
度
定
期
総
会
を
開
催

～
郡
山
り
ょ
う
必
勝
を
誓
い
合
う
～

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

大
山
勝
也

定
期
総
会
挨
拶

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
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来
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
Ｊ
Ａ
Ｍ

組
織
内
候
補
「
郡
山
り
ょ
う
」
の
必
勝

を
今
年
度
の
最
重
点
課
題
と
し
て
取
組

み
ま
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
Ｊ
Ａ
Ｍ
現

役
と
連
携
し
「
郡
山
り
ょ
う
」
の
必
勝

に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
活
動
や
会
員
拡
大
つ
い
て
現
役

の
皆
さ
ん
と
改
め
て
共
有
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

「
カ
ネ
は
力
な
り
」
に
ど
っ
ぷ
り
と

つ
か
っ
た
自
民
党
政
治
が
続
け
ば
、
裏

金
や
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
は
棚
上

げ
に
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
社
会
保
障
で

は
「
子
ど
も
・
子
育
て
」
支
援
を
理
由

に
し
て
、
負
担
増
で
は
「
支
援
金
」
を

確
保
す
る
と
し
て
筋
の

違
う
健
康
保
険
の
保
険

料
引
き
上
げ
（
26
年
度

か
ら
段
階
的
に
引
き
上

げ
て
28
年
度
に
は
１
兆

円
確
保
）
、
歳
出
削
減
・

給
付
減
で
は
約
１
兆
１
千
億
円
を
確
保

す
る
と
し
て
、
介
護
の
利
用
料
自
己
負

担
２
割
の
対
象
者
拡
大
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
の
有
料
化
、
要
介
護
１
～
２
の
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保
険
か
ら
切

り
離
す
（
市
区
町
村
事
業
へ
の
移
行
）
、

高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
限
度
額

の
引
上
げ
な
ど
が
検
討
課
題
に
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
25
年
度
国
家
予
算
の
概
算
要

求
で
は
防
衛
費
８
兆
５
千
億
円
と
防
衛

装
備
費
ロ
ー
ン
の
後
年
度
負
担
額
15
兆

７
千
億
円
強
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
を
理
由
に

し
た
高
齢
者
へ
の
し
わ
寄
せ
は
絶
対
に

許
せ
ま
せ
ん
。
８
兆
５
千
億
円
の
防
衛

費
は
過
剰
で
あ
り
、
そ
の
装
備
は
専
守

防
衛
を
逸
脱
す
る
も
の
で
す
。

解
散
・
総
選
挙
、
参
議
院
選
挙
で
自

民
党
政
治
を
退
陣
さ
せ
る
取
組
み
を
強

化
し
、
今
年
度
、
次
の
取
組
み
を
進
め

ま
す
。

第
１
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
強
引
な
普

及
の
た
め
に
、
現
行
の
健
康
保
険
証
の

新
規
発
行
を
今
年
の
12
月
２
日
で
停
止

す
る
こ
と
に
対
し
て
、
現
行
の
健
康
保

険
証
存
続
の
取
組
み
を
続
け
ま
す
。

第
２
、
少
子
化
の
要
因
の
一
つ
が
高

額
な
高
等
教
育
費
の
負
担
で
す
。
中
央

労
福
協
が
呼
び
か
け
て
い
る
「
教
育
費

負
担
軽
減
・
奨
学
金
制
度
改
善
に
向
け

た
ア
ピ
ー
ル
」
に
賛
同
す
る
団
体
署
名
、

個
人
署
名
に
取
組
み
ま
す
。

第
３
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
続
け
る

ロ
シ
ア
は
核
兵
器
の
使
用
で
威
嚇
を
続

け
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
３
月
に
は

核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
、
26
年

に
は
核
不
拡
散
条
約
再
検
討
会
議
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
３
回
の
核

兵
器
廃
絶
の
署
名
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
新
た
な
署
名
活
動
が
日

本
退
職
者
連
合
な
ど
で
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

第
４
、
介
護
の
訪
問
介
護
の
基
本
報

酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
小
・
零
細
規
模

の
介
護
事
業
所
の
倒
産
が
増
え
て
い
ま

す
。
介
護
を
重
点
に
し
て
社
会
保
障
を

後
退
さ
せ
ず
に
、
充
実
す
る
活
動
に
取

組
み
ま
す
。

第
５
、
地
球
温
暖
化
は
、
地
球
環
境

を
破
壊
す
る
悪
循
環
に
入
る
寸
前
の
状

態
と
言
え
ま
す
。
化
石
燃
料
か
ら
撤
退

し
持
続
可
能
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
早
急
に
転
換
す
る
声
を
あ
げ
続
け
ま

す
。会

員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

1

Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
定
期
総
会

を
９
月
６
日
、
東
京
・
友
愛
会

た
。
総
会
に
は
、
全
国
の
地

方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら
代
議

員
31
人
、
役
員
21
人
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
現
役
２
人
、
ご
来
賓
４
名

の
58
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

午
後
１
時
30
分
開
会
。
冒

頭
、
昨
年
度
中
に
ご
逝
去
さ

れ
た
会
員
に
対
し
て
参
加
者

全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し

た
。
木
村
副
会
長
の
開
会
の

挨
拶
の
あ
と
、
議
長
団
に
選

出
さ
れ
た
長
野
の
今
井
一
敏

さ
ん
、
岐
阜
の
井
亦
廣
幸
さ

ん
が
登
壇
。
最
初
に
Ｊ
Ａ
Ｍ

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
山
会
長
よ

り
次
の
５
点
に
わ
た
っ
て
挨

康
保
険
証
廃
止
反
対
の
取
組
み
。

②
社
会
保
障
制
度
の
改
悪
を
許

さ
な
い
「
税
と
社
会
保
障
」
に

つ
い
て
し
っ
か
り
議
論
。
③
年

金
が
実
質
低
下
の
中
、
基
礎
年

金
を
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
か

ら
は
ず
す
な
ど
基
礎
年
金
の
底

上
げ
が
必
要
。
④
「
核
兵
器
を

使
わ
せ
な
い
」
取
組
み
の
強
化
。

ま
た
、
防
衛
力
強
化
の
動
き
に

対
し
て
は
、
専
守
防
衛
、
非
核

三
原
則
、
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
原
則
に
基
づ
き
取
組

み
を
進
め
る
。
⑤
郡
山
り
ょ
う

の
当
選
に
向
け
た
応
援
カ
ー
ド

の
取
組
み
拡
大
。
（
詳
細
は
、

左
の
定
期
総
会
挨
拶
を
参
照
）

次
に
４
名
の
ご
来
賓
よ
り
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

河
内
賢
弘
会
長
か
ら
「
24
春
闘

は
歴
史
的
な
成
果
を
獲
得
し
た
。

し
か
し
大
手
と
中
小
の
格
差
は

広
が
っ
た
。
25
春
闘
は
、
政
労

使
一
体
と
な
っ
て
の
賃
上
げ
は

望
め
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

労
働
組
合
の
団
結
力
で
し
っ
か

り
と
闘
っ
て
い
く
。
物
価
上
昇

の
中
で
年
金
生
活
者
の
生
活
は

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

中
で
税
収
が
改
善
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
医
療
、
介
護
、

年
金
の
改
悪
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
怒
り
を
覚
え
る
。
自
民
党
政

権
で
は
世
の
中
は
変
わ
ら
な
い
。

政
権
交
代
が
必
要
で
あ
る
。
Ｊ

Ａ
Ｍ
は
政
権
交
代
を
め
ざ
し
て

取
組
ん
で
い
く
。
郡
山
り
ょ
う
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
の
国
会
の
議
席
を
奪
還

い
る
。
先
輩
た
ち
の
力
で
ぜ
ひ
国

会
に
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

日
本
退
職
者
連
合
を
代
表
し
て

大
内
孝
子
副
事
務
局
長
か
ら
は

「
厚
生
労
働
省
へ
の
要
請
行
動
で
、

介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
を
改
善
す

る
こ
と
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
一

元
化
に
つ
い
て
、
問
題
点
の
改
善

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
中
で
の

現
行
健
康
保
険
証
廃
止
に
つ
い
て

反
対
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
地
区
で
は
多

く
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。
退
職

者
連
合
と
し
て
即
時
停
戦
、
戦
争

NO
の
声
を
あ
げ
て
い
く
。
解
散
総

選
挙
で
は
連
合
推
薦
候
補
の
必
勝

に
向
け
全
力
で
取
り
組
む
。
」

<

裏
面
へ
続
く>

２
０
２
５
年
度
定
期
総
会
を
開
催

～
郡
山
り
ょ
う
必
勝
を
誓
い
合
う
～
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表
面
よ
り
続
く>

基
幹
労
連
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

操
谷
孝
一
事
務
局
長
か
ら
は

「
会
員
２
９
０
０
０
人
い
る
が
、

す
べ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
組
合
役
員
経
験
者

を
核
に
し
て
情
報
や
課
題
を
共

有
化
し
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。
議
員
を
ひ
と
り
つ

く
る
こ
と
で
、
議
員
仲
間
や
議

員
集
団
を
動
か
す
こ
と
が
出
来

る
。
郡
山
り
ょ
う
さ
ん
も
そ
う

い
っ
た
核
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
。
基
幹
労
連
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

は
全
力
で
応
援
す
る
。
」

村
田
享
子
参
議
院
議
員
か
ら

は
、
経
済
産
業
委
員
会
の
中
で
、

組
合
員
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
電

気
料
金
の
特
別
高
圧
契
約
へ
の

補
助
金
が
実
現
で
き
た
事
例
が

紹
介
さ
れ
、
「
１
人
の
議
員
が

い
る
こ
と
で
組
合
員
の
声
を
国

会
に
届
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

野
党
で
も
政
策
が
実
現
で
き
る
。

私
は
経
済
産
業
の
分
野
で
皆
さ

ん
の
声
を
代
弁
し
、
厚
生
労
働

は
郡
山
り
ょ
う
さ
ん
に
お
願
い

し
た
い
。
皆
さ
ん
の
経
験
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
郡
山

り
ょ
う
さ
ん
へ
の
お
力
添
え
を

お
願
い
し
た
い
。
」
と
そ
れ
ぞ

れ
、
力
強
い
心
温
ま
る
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
オ
ル
グ
中
の
郡
山
り
ょ

う
候
補
予
定
者
も
会
場
に
駆
け

つ
け
、
「
日
本
の
屋
台
骨
で
あ

る
も
の
づ
く
り
産
業
に
若
者
が

集
ま
ら
な
い
。
魅
力
あ
る
も
の

づ
く
り
の
現
場
を
実
現
す
る
た

め
に
頑
張
る
。
働
き
な
が
ら
育

児
や
介
護
が
出
来
る
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
の
改
善
、
安
心
安
定
の
社
会

保
障
制
度
を
確
立
す
る
た
め
に

は
国
庫
負
担
を
増
や
す
こ
と
が

必
要
。
現
場
の
声
、
先
輩
た
ち

の
声
で
「
働
く
を
変
え
る
」
政

策
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
を

支
え
て
き
た
先
輩
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
す
る
。
」
と
の

決
意
表
明
を
受
け
、
参
加
者
一

同
で
万
雷
の
激
励
の
拍
手
を
送

り
ま
し
た
。

活
動
報
告
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
北

海
道
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
９
月
28

日
に
結
成
さ
れ
る
旨
の
報
告
が

あ
り
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
さ

れ
て
い
た
北
海
道
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
役
員
予
定
者
の
山
本
隆
信
さ

ん
よ
り
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

け
ま
し
た
。

活
動
報
告
、
会
計
報
告
の
あ

と
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
「
２
０
２
５
年

度
活
動
方
針
案
」
の
審
議
で
は
、

健
康
保
険
証
廃
止
反
対
の
具
体

的
取
組
み
や
平
和
や
憲
法
を
守

る
取
組
の
強
化
に
つ
い
て
質
問
・

意
見
が
あ
り
、
本
部
よ
り
保
険

証
廃
止
反
対
の
活
動
に
つ
い
て

退
職
者
連
合
の
考
え
方
、
取
組

み
を
報
告
。
ま
た
平
和
問
題
に

つ
い
て
は
憲
法
改
悪
反
対
と
い

う
原
則
で
対
応
し
て
い
く
と
の

答
弁
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

２
０
２
５
年
度
活
動
方
針
案
は

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
２
号
議
案
「
２

０
２
５
年
度
予
算
案
」
、
第
３

号
議
案
「
郡
山
り
ょ
う
必
勝
に

関
す
る
決
議
」
に
つ
い
て
も
全

員
賛
成
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
４
時
20
分
、
す
べ
て
の

議
事
を
終
了
し
最
後
に
大
山
会

長
の
発
声
で
、
郡
山
り
ょ
う
必

勝
に
向
け
て
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。

記
念
対
談
、
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
開
催

８
月
29
～
30
日
に
開
催
さ

れ
た
Ｊ
Ａ
Ｍ
定
期
大
会
終

了
後
に
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
結
成
25

周
年
を
記
念
し
て
記
念
対

談
と
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
９
９
年
９
月
９
日
Ｊ
Ａ

Ｍ
結
成
時
の
初
代
会
長
服
部
光

朗
さ
ん
と
現
会
長
の
安
河
内
賢

弘
さ
ん
の
対
談
で
は
、
服
部
さ

ん
の
単
組
、
地
方
組
織
、
産
別

本
部
の
役
員
に
至
る
経
緯
、
Ｊ

Ａ
Ｍ
統
一
時
の
苦
労
話
が
紹
介

さ
れ
た
あ
と
、
現
役
リ
ー
ダ
ー

へ
向
け
て
「
気
力
、
胆
力
、
決

断
力
」
こ
の
三
つ
の
力
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
の
、
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
は
、
連
合
芳
野
会
長
、

立
憲
民
主
党
泉
代
表
、
ド
イ
ツ

金
属
労
組
の
フ
ラ
ッ
ハ
氏
な
ど

の
ご
来
賓
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

歴
代
の
役
職
員
や
大
会
参
加
者

(

台
風
10
号
の
影
響
で
一
部
不

参
加)

な
ど
７
０
０
名
が
集
い

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
も
三
役
全

員
が
出
席
し
ま
し
た
。

９
月
５
日
、
日
本
退
職
者
連

合
他
主
催
の
「
２
０
２
４
全
国

高
齢
者
集
会
」
が
東
京
都
・
文

京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
全
国
か

ら
１
３
０
０
人
の
参
加
者
を
集

め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
生
き

生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
つ
く
ろ
う
」
で
す
。
Ｊ
Ａ

Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
本
部
、
東

京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
か

ら
26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
は
、
宇
都
宮
さ
ふ
ろ
会

の
「
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
」
で
幕

を
開
け
ま
し
た
。
ス
コ
ッ
プ
と

栓
抜
き
で
行
う
津
軽
三
味
線
の

よ
う
な
演
奏
に
参
加
者
一
同
聞

き
惚
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
人
見
一
夫

退
職
者
連
合
会
長
よ
り
「
二
つ

の
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
。
核
兵

器
の
使
用
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

を
速
や
か
に
批
准
す
る
こ
と
を

求
め
る
。
」
「
自
公
の
軍
拡
路

線
に
反
対
す
る
。
社
会
保
障
費

の
削
減
に
よ
り
防
衛
費
を
増
額

す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」

「
単
身
高
齢
者
世
帯
が
増
加
し

て
い
る
。
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
行
政
の
対
応
や
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
改
善
が
求
め
ら

れ
る
。
年
金
、
医
療
、
介
護
、

子
育
て
な
ど
社
会
保
障
制
度
の

維
持
発
展
、
機
能
強
化
に
取
組

ん
で
い
く
」
な
ど
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

来
賓
の
連
合
本
部
、
立
憲
民

主
党
、
国
民
民
主
党
、
社
会
民

主
党
か
ら
の
挨
拶
、
野
田
事
務

局
長
の
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。そ

の
あ
と
、
朝
日
新
聞
編
集

委
員
の
高
橋
純
子
さ
ん
よ
り
テ
ー

マ
「
ど
う
す
る
・
ど
う
な
る
・

こ
れ
か
ら
の
メ
デ
ィ
ア
」
の
講

演
が
あ
り
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
、
現
政
権
に
対
し
て
の

現
状
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。次

に
、
「
高
校
生
平
和
大
使

の
と
り
く
み
に
つ
い
て
」
３
人

の
神
奈
川
県
の
高
校
生
か
ら
特

別
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
高
校

生
平
和
大
使
は
国
連
な
ど
を
訪

問
し
、
核
兵
器
廃
絶
や
軍
縮
を

訴
え
る
活
動
を
27
年
間
継
続
し

て
お
り
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
候
補

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
第
27
代

平
和
大
使
の
萩
有
彩
さ
ん
か
ら
、

本
年
８
月
の
ス
イ
ス
の
国
連
軍

縮
本
部
の
詳
細
な
報
告
が
あ
り
、

若
い
世
代
が
平
和
、
軍
縮
、
核

廃
絶
に
継
続
的
に
取
組
ん
で
い

る
姿
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

ＪＡＭ結成25周年

退職者連合

全
国
高
齢
者
集
会

を
開
催

～
高
校
生
平
和
大
使

の
活
動
に
万
雷
の
拍

手
～


